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安
全
・
安
心
で
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

大
鶴
振
興
協
議
会

会
長

井
上
正
信

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
大
鶴
振
興
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
絶
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
大
鶴
地
区
で
は
大
き
な
災
害
も
な

い
平
穏
な
一
年
で
し
た
。
し
か
し
高
齢
化
（
高
齢
化
率
五
十
五
・
五
一
％
）
、
少
子
化
、
人
口
減
少
と
避

け
て
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
問
題
が
山
積
す
る
中
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
事
業
は
順
調
に

進
捗
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
ふ
る
さ
と
祭
で
は
、
大
明
小
学
校
の
全
校
児
童
に
よ
る
学
習
発
表
、
鼓

笛
演
奏
、
踊
り
に
よ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
廃
線
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
旧
大
鶴

駅
舎
周
辺
の
公
園
整
備
工
事
が
三
月
に
は
完
成
予
定
で
防
災
の
拠
点
、
憩
い
の
場
、
色
々
な
行
事
等

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
地
域
活
性
化
の
為
に
地
域
産
業
等
を
で
き
る
だ
け

利
用
し
安
心
、
安
全
で
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
結
び
に
、
新
し
い
一
年
が

皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
い
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

人
が
寄
り
合
う
公
民
館

大
鶴
公
民
館
運
営
委
員
会

会
長

坂
本

均

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
ご
家
族
お
揃
い
で
暖
か
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
四
月
に
会
長
と
な
り
早
い
も
の
で
九
か
月
が
経
ち
ま
す
。
私
事
、
平
成
二
十

九
年
七
月
豪
雨
で
被
災
し
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
や
励
ま
し
を
頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
皆
様

へ
の
「
ご
恩
返
し
」
の
つ
も
り
で
会
長
を
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
、
公
民
館
は
人
が
集
ま
っ
て
こ
そ
の
施
設
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
「
習
い
事
で
自
分

の
趣
味
・
特
技
を
伸
ば
し
た
い
」
「
地
域
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
「
祭
り
を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
地

域
内
外
の
老
若
男
女
の
方
々
が
集
い
交
流
す
る
こ
と
で
、
人
も
元
気
に
地
域
も
元
気
に
な
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
運
営
委
員
会
で
は
、
大
鶴
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
協

賛
、
集
会
室
の
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
折
り
た
た
み
長
机
十
台
の
新
調
、
さ
ら
に
二
月
開
催
の
公
民
館
ま

つ
り
は
賑
や
か
な
発
表
会
に
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
干
支
は
「
午
」
。
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
事
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
様
に
伴
走
し
な
が
ら
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
八
年

が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
い
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

学
び
合
う
、
連
れ
合
う
、
賑
わ
う
公
民
館

日
田
市
大
鶴
公
民
館

館
長

髙
野
新
一

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
令
和
八
年
の
幕
開
け
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
四
月
、
大
鶴
公
民
館
に
着
任
し
来
館
者
を
覚
え
る
こ
と
が
重
要
な
仕
事
で
し
た
が
、
お
陰
様

で
名
前
と
顔
が
一
致
す
る
方
が
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
着
任
あ
い
さ
つ
の
中
で
“
地

域
の
方
に
『
公
民
館
は
必
要
ば
い
！
』
と
言
わ
れ
る
公
民
館
づ
く
り
”
を
述
べ
ま
し
た
が
ま
だ
道
半

ば
と
自
己
評
価
し
て
お
り
ま
す
。
公
民
館
は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
年
代
ご
と
の
講
座
と
自
主
学

習
教
室
が
柱
で
あ
り
、
登
録
者
は
延
べ
約
二
百
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
寿
大
学
は
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
に
よ
り
倍
増
し
て
お
り
ま
す
。
申
す
ま
で
も
な
く
公
民
館
事
業
に
“
学
び
”
を

欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
ん
で
為
に
な
り
さ
ら
に
連
れ
合
う
こ
と
で
“
学
び
”
が
深
ま
り
ま
す
。

ま
た
“
わ
い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
井
戸
端
会
議
”
も
お
互
い
の
気
づ
き
や
公
民
館
の
賑
わ
い
に
つ
な

が
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
講
座
等
に
参
加
し
て
も
ら
い
公
民
館
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

『
公
民
館
は
必
要
ば
い
！
』
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
令
和
八
年
が
安
寧
で
、
皆
様
の
飛

躍
の
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
願
い
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

１２月２０日（土）に静修紫雲台主催の大鶴クリスマスイルミネーションの点灯イベントが開催されまし
た。このイルミネーションはXmasにサンタさんがプレゼントを配りやすいために、また帰省した方々に学び
舎だった静修⼩学校を思い出してほしいために、１月２日まで大鶴を明るく照らします。点灯は１８時〜２
０時。今年のテーマは「スパーマリオ」、ＢＲＴラッピングとコラボ企画です。
イベントでは温かい豚汁がふるまわれ、その後の豪華賞品が当たるビンゴゲーム
では、リーチ！ビンゴ！の歓声で大賑わいでした。

※１２月２９日（月）〜１月３日（土）の間、大鶴公⺠
館は休館となります。予めご了承ください。

鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 大鶴地区 町名
63（0） 70（0) 173（0） 186（0） 154（0） 157（0） 273（0） 1,076（0） 人口
37（0） 31（0) 80（0） 92（0） 79（+1） 66（０） 119（0） 504（+1） 世帯

大鶴地区
人口統計

今年の干支は「午」。“大鶴に馬頭観音がないかなあ”と「郷土大鶴誌」をめくると、一つ
だけ紹介されており、その石像は、大鶴から夜明に向かう大鶴町伏尾の国道脇にありまし
た。台座には「馬頭観世音菩薩」「昭和3年2月24日建立」「大鶴夜明両村信者一同」と刻ま
れています。石像をよく見ると観音様の頭上に馬頭が載せられているのがわかります。
この石像は、道路の防護壁に祀られていますが、以前は岩をくり抜いて祀っていたようです。
「あの付近は、昔は道が狭く荷物を運ぶ馬車が道から転落する事故がよくあっていたので、慰霊と安全を
祈って建てた、と⼦どもの頃祖⺟から聞いた。」と地域の人が話してくれました。

公⺠館利⽤者の⽅々に①教室名・団体名 ②⼤鶴地区で好きな場所や事 ③今年の抱負 を聞きました。

石井勝誠さん
（⼤肥本町）

昭和１７年生まれ
①寿⼤学 シニアクラブ
②勝っちゃんの小屋
③地域の若者とゴルフを
やってみたい

森山武臣さん
（⼤鶴本町）

昭和１７年生まれ
①寿⼤学 シニアクラブ
②グラウンドゴルフ
③寿⼤学のバス研修が楽
しみ

坂本 均さん
（鶴河内町）

昭和２９年生まれ
①寿⼤学 シニアクラブ
②木材、野菜など天然素
材がいっぱい
③楽しいXmasを迎えるよ
う普通に過ごす

後藤隆子さん
（鶴城町）

昭和２９年生まれ
①女性セミナー 寿⼤学
元気ステップほか
②勿論！⼤鶴公⺠館
③一⽇楽しく元気で過ご
す

鋤柄朋子さん
（⼤鶴本町）

昭和５３年生まれ
①静修そば打ち道場
②勿論！白毫こども園
③⽇々健康

菅 結咲さん
（⼤鶴本町）

平成２６年生まれ
①⼤明チャレンジ教室
②⼤鶴公⺠館
③ダンスを上手く踊れる
ようになる！

本河 駿さん
（鶴河内町）

平成２６年生まれ
①⼤明チャレンジ教室
②⼤鶴駅
③勉強を頑張る！

齊藤巧馬さん
（⼤肥本町）

平成２６年生まれ
①⼤明チャレンジ教室
②⼤鶴公⺠館
③６年生になるので低学
年のお世話を頑張りたい。

井上寛⼤さん
（⼤鶴町）

平成２６年生まれ
①墨谷リトル
②ふるさと祭
③正キャッチャーになれ
るよう頑張る！

「
瑞
祥
」
は
め
で
た
い
こ
と
が
起
こ
る
前
兆

書

藤
田
良
子
さ
ん
（
大
鶴
町
）



１２月２３日（火）に女性セミナー「正月用花飾り作り」を開催しました。
今回は講師に高瀬省二郎さんをお招きし指導していただき、三つ又、葉ぼたん、
若松、菊などの材料を使って、皆さん思い思いの位置に生けていきました。
同じ材料を使っていながら、それぞれの個性が溢れる作品が出来上がり、これ
で良い年が迎えられることと思います。皆さん、お疲れ様でした。

グラウンドゴルフ交流会

１１月２７日（木）に寿大学バス研修を開催し
ました。行き先は大刀洗町と
柳川市です。
まず、「大刀洗平和祈念館」
へ行き、大刀洗航空隊の歴史
や様々な展示物について職員の方より説明を受け
ました。その後、柳川市へ移動し、皆さん、町中

を散策したり、川下りを楽し
んだりと思い思いの時間を過
ごされていました。

１１月３０日（日）大鶴まちづくり協議会主催の
秋恒例、日田どんの墓を訪ねるウォーキ
ングと秋の実りに感謝する収穫祭が開催
されました。ウォーキングの参加者も増
え、多くの方が秋の大鶴路を歩きました。
沙羅収穫祭では様々な出店もあり賑いました。

１２月７日（日）に子育てサロン「クリ
スマス会」が開催されました。幼児から小
学生までの２１人と保護者１１人が参加し、
前半は児童委員さんのマジック、折り紙。
後半はみんなでクリスマスソングを歌った
りして楽しみました。
最後にはサンタさんが
登場し、プレゼントを
もらった子どもたちは
みんな大喜びでした。

１２月９日（火）に大明小中学校７年生１０人と大
鶴地区の高齢者１０人とでグラウンドゴルフ交流会を
行いました。７年生はあまり経験がないので始めは苦
戦していましたが、高齢者の方からアドバイスをもら
うと少しずつ上達する子もいて、グラウンドゴルフの
難しさと楽しさを
感じていたようで
した。

１２月１５日（月）に白毫こども園園児とのそ
ば打ち交流会を開催しました。お椀でそば粉を練
り、薄くのばす作業を園児もチャレンジ！粘土遊
びが得意な園児たちは器用にそば粉を練り、全体
重を丸棒に乗っけて広く
のばしていきました。その後
の実食では箸が進み、「おか
わり」する子もいました。

１１月２８日（金）に講師に
別府大学の⻑尾秀吉先生をお招
きし、「子育て」をテーマにお
話をしていただきました。⻑尾先生ご⾃⾝の
子育ての経験談を踏まえて、分かりやすく話して
いただき、参加者は大きくうなずいていました。

今年度も昨年度同様に、⾃主学習教室生のス
テージ発表、作品展示、白毫こども園園児の
ステージ発表、ゲスト出演、各種出店を予定
しています。
⾃主学習教室生以外の方のステージ発表ま
たは出店を募集します。ご希望の方は広報大
鶴１月１日号と一緒に送付した「チラシ」を
ご覧いただき、必要事項を記入の上、１月１
４日（⽔）までに大鶴公⺠館へご提出くださ
い。

※公⺠館まつりプログラム（チラシ）は２月１日
全世帯へ配布予定です。

大鶴地区シニアクラブ
１２月１１日（木）に
大鶴地区シニアクラブの
「健康増進講座：食事の
話しとささやかな会食会」
に２２名が参加しました。講師はフードプロ
デューサーの原田京子さん（大鶴町）で、「今日
からもっと元気に やさしい"食”のお話し」と題
した講話は、⾝体機能を維持するのは運動だけで
はなく、食事で栄養を摂ることが大事。食べる前
に「あ・い・う・え・お」と声を出して噛むこと
を実践しましょう。」その後の会食会では、原田
さん手作りで野菜の出荷者の名前付きの「野菜を
ふんだんに使ったお弁当」を食べ、「味付けが

絶妙」「大根の味付けを
教えて」など、会員の方
から質問が飛び交ってい
ました。

１２月１３日（土）に公⺠館合同事業「ひたある
き」が中ノ島周辺で開催されました。大鶴地区からは
１８名の方が参加し、風が強くとても寒い中でしたが
参加者の皆さんは師走の
三隈川沿いを楽しく歩い
ていました。お疲れ様で
した。

公⺠館合同事業「ひたあるき」
１２月１７日（⽔）男性料理教室を開催しまし
た。メインは「鯛めし」。まずは鯛の切⾝に塩を
し、小骨を入念に取り除いた後、強火で焼くなど
の行程を丹念に実践し完成。
教室生から「また腕を上げた」
の声も上がりました。
この他にぬた、茶碗蒸し。

１２月１９日（金）に門松づくりを行いました。大鶴まちづくり
協議会のメンバー１２人で公⺠館⽞関前にドーンと据えました。
「⻑さはいいかい？」「少し右におこしない！」「はい、よかろ！」
など息の合った作業で⾒事に完成！これで公⺠館も新しい年を迎えら
れます。ありがとうございました。

１２月１８日（木）市内のホテルで、来賓に佐藤樹一郎大分県知事
を迎えて開催された大分県⾃治会連合会の会合で大鶴防災士会の石井
徹会⻑、斎藤龍三郎さんが活動報告を行いました。
平成２９年、令和５年の⽔害の被災状況などを映像を交えて説明。
佐藤知事からは「防災士会の日ごろの活動に感銘を受けた。」との感想
をいただきました。


